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1. はじめに
日本の高齢化率は急激に上昇し，2025年には約 30％
に達するとされている，これに比例して認知症患者の
数も増加し，2025年には約 700万人（高齢者の 5人に
1 人）になると予測されている1)．また，社会的孤立や
孤独感が認知症の発症や症状の進行に関わることが報告
されており2)，認知症対策の観点から，高齢者のコミュ
ニケーション支援の重要性が高まっている．一方で，介
護福祉の現場では，介護者の疲弊が深刻な問題となって
おり，食事・入浴・排泄などの日常生活の介護で手一杯
で，コミュニケーションの支援に関わるレクリエーショ
ン活動等は十分にできない状況にある．
このような背景や，SDGsの目標 3「すべての人に健
康と福祉を」という観点から，ロボットや ICT を活用
した介護職員の業務効率化，業務負担軽減，利用者（高
齢者）の自立支援などの取り組みが進められている．し
かし，介護現場のニーズと研究者・開発企業のシーズの
マッチングがうまく進まず，介護ロボットの導入の遅れ
も指摘されている．
これらの課題に対して，本特集では，ロボット・ICT
を活用した高齢者のコミュニケーション・ケア支援につ
いて，ニーズ側（介護施設関係者）とシーズ側（研究者・
技術者）の両方の立場から，具体的な取り組みや開発動
向，今後の展開などについて紹介する．あわせて，国外
の社会学者による研究報告や介護現場のフィールドワー
クについても紹介し，さまざまな観点から，高齢者のコ
ミュニケーション・ケア支援技術について考える特集と
したい．

2. ロボットによる人間のコミュニケー
ションの創出支援

本特集の特徴は，被介護者（高齢者）にコミュニケー
ションを生むことをケアの一つの目的として捉え，ロ
ボットの存在により，高齢者と高齢者，高齢者と介護職
員のコミュニケーションを促す技術や取り組みについ
て紹介することである．介護現場においてコミュニケー
ションロボットを活用する試みは，アニマル・セラピー
における動物の代わりに，AIBO などのペットロボッ

トを活用するロボット・セラピー3) の研究をスタートさ
せたことが端緒である．そして，ロボット・セラピー研
究は，計測制御学会システムインテグレーション部門
ロボット・セラピー部会を中心に 20年以上にわたり進
められてきている．このような研究活動において，「ロ
ボットを人と人をつなぐツールとして捉えて，ケアをす
べてロボット任せにしない」ことが，本部会の普遍のコ
ンセプトであると筆者は考えている．介護現場では，慢
性的な人手不足を解消する手段や，介護職員の負担を軽
減する手段として，ロボットを活用することが期待され
ている．一方で，「介護は人の手で行うもの」という意
識も根強くあり，これまで人間が行ってきた直接的な介
護業務を代替するロボットを現場に導入することは思
うように進んでいない．このような状況において介護現
場におけるロボットの活用として活路を見出したのが，
ロボットを介在させることで，人間同士のコミュニケー
ションを活性化させることである．上述したように，認
知症対策の観点から高齢者のコミュニケーションを支援
することは重要であるが，一方で，コミュニケーション
を行う意欲が低下している認知症高齢者とコミュニケー
ションを行うことは，日常的に彼らと接している介護職
員であっても苦労している．特に，介護現場では，男性
の高齢者が，集団の中で孤立してしまうことが頻繁にみ
られる．これらの問題に対して，ロボットをきっかけと
して，高齢者同士や，高齢者と介護職員のコミュニケー
ションを促したり，活性化させたりすることは重要な研
究課題である．また，高齢者と介護職員のコミュニケー
ションは，介護の質を向上させることにおいても必要な
ことであり，たとえば，レクリエーションでは，高齢者
の個性を知り，親密な人間関係を築くことができる機会
となる．このように「ケアをすべてロボット任せにしな
い」ことは，介護職員のこれらの機会損失を防ぐ意味で
も重要である．

3. 本特集について
本特集では，ロボット・ICT を活用した高齢者のコ

ミュニケーション・ケア支援について，シーズ側とニー
ズ側両方の立場の方，および国外の社会学者の方に執筆
を依頼した．
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シーズ側の立場から，柴田崇徳氏，下田篤氏，中山景
央氏，成合智子氏，三枝亮氏，安部伸治氏に解説いただ
いた．柴田崇徳氏には，現在，最も広く活用されている
セラピーロボットのパロについて，その概要とセラピー
効果の臨床エビデンス，世界各国・地域の医療福祉制度
への組込み状況などについて説明をいただいた．あわせ
て，パロが感染症対策の厳しい環境や，震災や戦災等の
被災者や避難者に対しても有用であることを報告いただ
いた．下田篤氏には，レクリエーション要素を加味した
集団型の言語リハビリテーションにコミュニケーション
ロボットを活用した取り組みについて，ロボットを「司
会進行役」だけでなく，「場の盛り上げ役」としても機
能させることを紹介いただいた．中山景央氏，成合智子
氏には，これまでの高齢者施設におけるロボット介在活
動を通して生み出されたシナリオ型ロボットレクリエー
ションについて概説いただき，本レクリエーションが，
高齢者の BPSD（認知症の行動・心理症状）の低減や，
介護職員と高齢者の親密な人間関係の構築に貢献できる
可能性があることについて説明いただいた．三枝亮氏に
は，生活者の行動を適応的に学習して介入し，個人に内
在する健康特性を強化するロボットや AIシステムであ
る共生型ロボット AIについて紹介いただいた．あわせ
て，介護医療の現場で今求められていることや，当該分
野における工学研究者の今後の社会的使命についても論
考いただいた．また，安部伸治氏には，VRを認知症高
齢者徘徊の問題の解決に使用する研究を紹介いただい
た．具体的には，高齢者の視野を覆うように高精細ディ
スプレイを湾曲型に配置し，電動車椅子に似せたインタ
フェースを用いることで，高齢者が全方位映像の中を自
由に歩き回ることができるシステムについて概説いただ
いた．
ニーズ側の立場からは，作業療法士である吉満孝二氏
と，特別養護老人ホームの職員である米岡利彦氏に執筆
いただいた．吉満孝二氏には，ICTを活用した在宅介護
支援に向けた研究事例として，在宅高齢者の見守り支援
と IoT 機器を用いたコミュニケーション支援に関する
事例を紹介いただいた．米岡利彦氏には，コロナ禍での
さまざまな制約の中でデイサービスに通う高齢者を対象
として実施したロボットレクリエーションについて，介
護現場の視点から紹介いただいた．
そして，海外の社会学者の立場から，ドイツ人の

Martin Rathmann 氏，スイス人の Sabina Misoch 氏

に執筆いただいた．Martin Rathmann氏には，海外の
視点から日本で介護ロボットを開発している技術者に対
するインタビューを含んだフィールドワークについて紹
介いただいた．Sabina Misoch氏には，スイスの高齢者
を対象としたロボットの外観の重要性について調べた結
果を解説いただいた．
あわせて，本特集号の執筆者，ロボット・セラピー部

会においてこれまで中心的な役割を果たしてきた先生方
を参加者とした座談会の内容についても掲載した．この
座談会では，これまでの研究を振り返りながら，ロボッ
トや ICT を活用した介護の課題や今後の在り方などに
ついて議論されている．

4. おわりに
本特集は，「ロボット・ICTを活用した高齢者のコミュ

ニケーション・ケア支援」を主題とした．産業用ロボッ
トとは異なり，介護ロボットは，その現場での活用を中
心にさまざまな課題が山積している状況にある．本特集
を通して，高齢者のコミュニケーション・ケア支援など
の介護技術に関心をもっていただけると幸いである．ご
多忙の中，ご執筆いただいた著者の皆様に心よりお礼申
し上げる．

（2024 年 7 月 3 日受付）
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